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物質的・精神的な両面において豊かな生活を送ることができる社会
2040年の科学・学術と社会 

イノベーション

我が国のイノベーション創出を科学・学術の⽴場から⽀えるために
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物質的・精神的な両面において豊かな生活を送ることができる社会
2040年の科学・学術と社会 

イノベーション

我が国のイノベーション創出を科学・学術の⽴場から⽀えるために

いまこそ研究環境・業界体質を改善し、
人材育成・キャリアパス整備を推進し
なければ、越境研究・国際連携・地域
連携は推進されず、今後20年間にわ
たる我が国からのイノベーションの創

出も期待できない
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【背景】 人口減社会：若年人口減少→潜在的な大学・大学院進学者の減少、労働生産人口の減少→人材獲得競争の激化
地域課題解決の担い手の不足と地域の社会・経済を支える環境の劣化・損失という負のスパイラル
科学・学術、産業、外交などにおける国際的地位の低下 

我が国のイノベーション創出を阻む要因



我が国のイノベーション創出を阻む要因



イノベーション創出のためにいま取り組むべき10の課題
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(1) 基盤的・伝統的分野における知識や技術の蓄積
基盤的・伝統的分野における知識と技術の蓄積こそが我が国の学術研究の根底をなす豊かな土壌
であり、その維持と発展が決定的に重要である。
(2) 越境研究や地域連携に対する評価や支援の拡充
学際的な越境研究や、地域課題を解決するための学術活動を長期的な時間スケールで的確に評価
するシステムの確立や、ポストや予算のさらなる措置が急務である。
(3) 博士号取得者を擁するコアファシリティの拡充
業務過多の中でも多様な人材が活躍し、重要な研究課題に集中するために、諸外国と同様に高度
な技術者を擁するコアファシリティの拡充が急務である。
(4) セクターを越えた共創プラットフォームの整備
アカデミアが産業界・行政・地域社会と連携し、力を合わせて重要な領域横断的課題を解決する
とともに、連携できる人材を育成する共創の場の整備が急務である。
(5) 競争的資金を活用するための基盤的経費の拡充と研究支援人材の増強
基盤的な経費や人材の不足により競争的資金を十分に活用できていない本末転倒な状況を改善す
るために、基盤的経費の拡充と研究支援人材の増強が急務である。

イノベーション創出のためにいま取り組むべき10の課題
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(6) 科学技術外交に関わるキャリアパスの整備
科学・学術分野における我が国の国際連携力を根本から強化する人材として、科学技術外交を担
うことが出来る人材の育成とそのキャリアパスの整備が急務である。
(7) 過度な経営的視点や失敗を許さない前例踏襲主義からの脱却
０から１を創り出すイノベーションを支えるため、経営的な視点に依存しすぎた研究費などのリ
ソース配分を改め、失敗を許容する予算配分や運営を行うことが急務である。
(8) 教育費の家計負担の低減
大学院生の減少を食い止め、イノベーション人材を供給していくための最も効果的なアプローチ
として、教育費の家計負担をさらに減らすことが急務である。
(9) アカデミア自身の“業界体質”の改善
ハードワークを美徳とする業界体質を改善し、活動の本質を明確にした上で、自己目的化した活
動をアカデミア自らが改善していくことが急務である。
(10) 博士号取得者のセクターを越えた活用とジョブ型雇用の推進
多様なセクターでの高度専門人材の活用を推進し、雇用の流動性を高めること、そのためのジョ
ブ型雇用の推進が急務である。

イノベーション創出のためにいま取り組むべき10の課題
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資料５ 10の課題に対する改善策 
 

10の課題に対する改善策、主なステークホルダー、関連する５つの領域を整理する。 

改善策 
主なステーク 
ホルダー 特に関連す

る５領域 
該当 
ページ 

学 産 官 民 

(1) 基盤的・伝統的分野における知識や技術の蓄積 
●    

越境・地域・
国際 2 

(2) 越境研究や地域連携に対する評価や支援の拡充       

• 多様な知識生産のあり方を踏まえた研究評価方法の確立 
●    

越境・地域・
人材 

5,6,7,8,10, 
12,18 

• 学際的な研究者やプロジェクトを的確に評価する仕組みや人材 ● ● ●  越境・人材 5 

• 学際や異分野融合を目的とした組織や取り組みへの十分なポス
トや予算の分配 ●    越境・人材 5 

• 萌芽的な研究を支える小規模な予算の拡充（学内資金など） ●  ●  越境・環境 6 

(3) 博士号取得者を擁するコアファシリティの拡充 ●  ●  越境・環境 6 

(4) セクターを越えた共創プラットフォームの整備       

• アカデミアの研究者と産官民のマッチング・交流機会の創出 ● ● ● ● 越境・環境 6 

• 地域に根差した問題解決に科学的に取り組む専門人材を育成
し、地域の行政機関に活用できる体制 ●  ●  地域・人材 8 

• 主体的に進路を決定する能力・態度を育成するキャリア教育
（インターンシップを希望する高校生やリカレント教育を希望
する社会人と、それを受け入れる研究室とをマッチングさせる
仕組みの確立など） 

●    地域・人材 8 

• 地域の人的資源等を活用し、学校教育と社会との連携を行うス
キームの効率化 ●   ● 地域・人材 8 

• 超領域的社会課題を解決する人材の支援（若手研究者の長期有
給インターンシップ、企業と大学による優秀な若手研究者の発
掘など） 

● ● ●  地域・人材 8 

• 産官学民が地域課題の解決に連携して取り組めるプラットフォ
ームの構築 ● ● ● ● 地域・環境 8 

• 地域連携などにおける行政側からの人的サポートの拡充   ●  地域・環境 9 

(5) 競争的資金を活用するための基盤的経費の拡充と研究支援人
材の増強       

• 事務・教育業務や技術職員等専門職人材を含む研究支援人材の
処遇改善と、安定して雇用できる基盤的経費の措置 ●  ●  環境 19,20 

• 複雑化する研究資金制度の見直し   ●  人材・環境 19 

• IT 活用に必要な設備にかかる予算の確保、IT 活用を阻害する法
や規制の緩和 ●  ●  環境 19,20 

• 国際的なネットワークを持つ研究者人材の育成（国際学会への
参加、研究者同士のネットワーク機会、人材交流など） ●  ●  国際・人材 9,10 

• 留学生や外国人研究者を受け入れやすい環境の整備（経済的待
遇や受け入れ環境の問題の解消、事務手続きの支援体制整備な
ど） 

●  ●  国際・環境 11 
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• 海外留学や在外研究を行いやすい仕組みの整備（留学支援の仕
組みの強化、事務手続きの支援体制整備など） ●  ●  国際・環境 11 

• 海外の研究機関等で活躍した人材が日本で研究活動を展開でき
るように研究環境・人材ともに国際的に良質なものを保つ ●  ●  国際・環境 11 

• 大学院生が十分な質の研究教育を受けられるよう教育機関が十
分な研究教育用予算を研究室に分配 ●  ●  人材 14 

• 心理・精神・法律・教育など学内支援において要請される専門
的な知識を有する大学内外の専門的人材をチームとみなして広
義の教育を実施する新しい大学運営のありかたの樹立 

● ● ●  環境 19 

(6) 科学技術外交に関わるキャリアパスの整備       

• 科学技術外交を担うことが可能なアカデミア人材の育成および
キャリアパスの整備 ●  ●  国際・人材 10 

• 国際連携の意義や内容を研究者、関係者、国民などへ伝える ●   ● 国際・人材 10 

(7) 過度な経営的視点や失敗を許さない前例踏襲主義からの脱却 ●  ●  環境 18,19 

(8) 教育費の家計負担の低減       

• 大学・大学院進学に関わる直接費用の負担を減ずる政策ミック
ス（給与奨学金、低利率の貸与奨学金の拡大、学費免除枠の拡
大、民間教育ローンの利子補填、地方の大学進学機会の確保策
など） 

● ● ●  人材 13 

• 学生宿舎の整備など ●    人材 13 

• 理数系の学びに対するジェンダーギャップの解消 ●   ● 人材 13 

(9) アカデミア自身の“業界体質”の改善       

• 大学や研究機関における研究エフォート確保の実質化 ●    環境 17 

• 教員間の役割分担の推進（教育面で活躍する教員の配置など） ●    環境 17 

• チャットツールやオンライン会議システムの活用などによる学
内運営の効率化 ●    環境 17 

• 入試多様化の見直し ●    環境 17 

• 学協会活動の見直しと整理 ●    環境 18 

• 競争的資金や研究者評価の過剰な審査コストの軽減（“スクリー
ニング＆ランダム”方式の導入など） ●  ●  

越境・地域、
環境 18 

• 国や地方自治体の委員会・審議会の負担軽減（学協会と行政と
の協議による効率的・効果的な委員会・審議会の再構築など） ●  ●  環境 19 

(10) 博士号取得者のセクターを越えた活用とジョブ型雇用の推進       

• 教育に携わる研究者・大学教員の確保における大学間の連携 ●    人材 14 

• アカデミア以外のセクターに散在する博士号取得者が大学院教
育に携わる研究教育環境の整備 ● ● ●   14 

• 研究職の優位性の引き上げ（博士号取得者の専門性に加え、高
度人材としての問題解決能力や論理的思考、知的好奇心などの
汎用的能力の適切な評価など） 

●    人材 14 

• 博士号取得者が専門性を活用して多様なセクターにおいて活躍
できる状況の整備（大学・研究機関側による博士号取得者の能
力の客観化、それ以外のセクターによる専門性を活用できる業
務内容の構築、業務遂行に求める能力の詳細な定義など） 

● ● ●  人材 15 

• ジョブ型雇用の推進 ● ● ●  人材、環境 15,20 



本調査は、若手研究者にとっての評価をめぐる現状認識と理想像の乖離について分析す
ることで、知識生産をめぐるより良いエコシステムの形成に寄与することを目的とする。

調査期間 2022年6⽉7⽇〜7⽉5⽇

調査対象 45歳未満の若⼿研究者（⼤学院⽣や若⼿の専⾨職を含む）

調査⽅法 Webアンケート

周知⽅法
⽇本学術会議と⽂部科学省からの依頼により、学協会や⼤学を通じて
URLを配布

有効回答数 7849名（全回答数8629名から調査対象外の者を除いた）

資⾦助成 公益財団法⼈⽇本学術協⼒財団原⽥弘⼆基⾦

※回答者は若手研究者当事者であり、Webアンケートである性格上、キャリアパスなどに関して
相対的に関心の高い層である可能性が高いことに留意

若⼿研究者をとりまく評価に関する意識調査資料２



https://www.scj.go.jp/ja/scj/wakate/pdf25/chosa2206-07ver2.pdf

若⼿研究者をとりまく評価に関する意識調査

調査票
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年齢階層 ポジション

回答者の基本属性
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• 所属：国内の大学・研究機関が97%
• 子どもの有無：「子どもがいる」は41%
• 介護の有無：「介護をしている」は3%

関心の高い評価分類

職務内容

専門分野

博士号の取得状況

任期の有無

性別

回答者の基本属性



現在と理想の時間配分割合 

「研究・知識生産以外の仕事に関わる時間」を現在の半分にして、その分を「研究・知識生産に関わる
時間」や「プライベートの時間」に振り分けたいと感じている
• 教育・学務・そのほかの「仕事（知識生産以外）」に2割程度の時間投下することは受容されやすいかもしれない。そのための仕
掛けとしての専門職・事務職支援の強化が期待される。

• 分野によって「仕事に使う時間（研究・知識生産以外）」の内実は異なる、各分野の背景に注意した議論が必要となる。



現在受けていると感じている評価と理想の評価

研究・知識生産に関わるさまざまな活動について、概して、十分に評価されていないのではないかというと
いう懸念や不満、もっと評価してほしいという希望が垣間見える
「調査、実験、論文執筆などの活動」の評価が重要視されることについては納得が共有されているといえる



現在受けていると感じている評価と理想の評価（分野別）

概してどの分野も同じ傾向
どの分野でも「調査、実験、論文執筆などの活動」が
現在、理想のいずれにおいても最も重要度が高く認識
されている
「研究予算獲得実績、プロジェクトマネジメントな
ど」を除くと基本的には現在＜理想
「産学連携に関わる活動」では数物系科学、生物系科
学、工学系科学で、「学務」では人文学、社会科学で、
現在＞理想
→分野によって若手研究者に過度なプレッシャーがか
かっていることが示唆



(%)

（N=7489)

知識⽣産活動に関連して重要だと思う環境要因

「研究意欲」や「学術的な意義」、「研究
奨励の雰囲気」などモチベーションに関わ
る項目や「研究時間」が研究・知識生産活
動に影響を与える重要な要因として認識さ
れている
「給与・報酬」や「任期の有無」など職業
としての安定性に関わる項目が続く
いずれの年代や職階でも同様の傾向



知識生産活動に関連して重要だと思う環境要因の数量化Ⅲ類分析による回答パターン分類 
（選択割合5%未満のものは除外、N=7842） 

知識⽣産活動に関連して重要だと思う環境要因

博士号取得前後と取得後の経過時間に応じて、研究・知識生産に関して注目する要因が「研究の意
義」から「雇用環境」へと変化する
→キャリアを重ねるにしたがって、雇用環境などを考えざるを得ない状況が窺える



(%)

（N=7489)

知識⽣産活動に関連して重要だと思う⽣活要因

「経済的安定」と「睡眠」が、
研究・知識生産活動に影響を与
える重要な生活要因として認識
されている
「家事をこなす時間」、「出
産・育児」、「家族の応援」な
ど家族や生活に関わる項目、
「居住地」や「職場へのアクセ
シビリティ」など住む場所・働
く場所に関する項目が続く



（選択割合5%未満のものは除外、N=7842） 

知識生産活動に関連して重要だと思う生活要因の数量化Ⅲ類分析による回答パターン分類 

知識⽣産活動に関連して重要だと思う⽣活要因

年齢や家族の変化によって、子どもや家庭への関心が高くなる。
→知識生産活動と切り離して考えることができなくなる様子が窺える

⇒ライフプランやキャリアパスに応じた当たり前の支援の重要性



• 「研究・知識生産以外の仕事に関わる時間」を現在の半分にして、その分を「研究・知識生産に関
わる時間」や「プライベートの時間」に振り分けたいと感じている

Ø 教育・学務・そのほかの「仕事（知識生産以外）」に2割程度の時間投下することは受容されやすいかもしれない。その
ための仕掛けとしての専門職・事務職支援の強化が期待される。

Ø 分野によって「仕事に使う時間（研究・知識生産以外）」の内実は異なる、各分野の背景に注意した議論が必要となる。

• 研究・知識生産に関わるさまざまな活動について、概して、十分に評価されていないのではないか
というという懸念や不満、もっと評価してほしいという希望が垣間見える

• 「調査、実験、論文執筆などの活動」の評価が重要視されることについては納得が共有されている
といえる

• 博士号取得前後と取得後の経過時間に応じて、研究・知識生産に関して注目する要因が「研究の意
義」から「雇用環境」へと変化する
→キャリアを重ねるにしたがって、雇用環境などを考えざるを得ない状況が窺える

• 年齢や家族の変化によって、子どもや家庭への関心が高くなる。
→知識生産活動と切り離して考えることができなくなる様子が窺える

⇒ライフプランやキャリアパスに応じた当たり前の支援の重要性

調査結果まとめ


